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r5)残された問題点

地域別、時期房u、革種別の牧草生育に及ぱ墳 象の影響の解明

6 参 考 資 料

試験成績報告 (帆要,)書 昭 和 41～ 50年 度 岩 手県畜産試験場

3 草 種 、標高差などによる出穂期のちがい

十 一 刈 取 適 期 延 長 の た め に 一十 一

1 背 景 と特徴

従来、採草地 といえば、ォーチャードグラス主体の混播草地が大半を占めていたが、出穂後、

硬化の早いこれら採草地は革地面積が大きくなるにつれ、刈おくれによる障害が多 くなり草地の

、真の生産性がいちじるしく低下している。そこで山地における牧草の生育特性を知 り、事種と品

種、漂高差などの組合せにより出穂期をできるだけ連続させて刈取適期の延長を計つた。
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2 技 術内容

―
(1)採 草地 のメ1取適期は、主要いね科枚車のおiは!明々 iliおどしたなばらみ身t後、開花以前である。

(の 従 来、多く使われてきたオーチヤードグラスのX」取適期は、およそ 2週間程度で極めて短

かい 。

(外出分場の例では 6月中旬～ 6月下旬 )

′3〕出穂細の善は年によつて異なるが、草範?特 性からオーチヤードグラス(6月 15日 ～ 6

月 24日 )とチモンー (7月 5日 ～ 7月 12日 )では約 18～ 20日 。品種間ではオーチヤ

ー ドグラスの北海道在来種 (6月 15日 ～-6月19日 )とアオナミ種 (6月 13日 ～ 6月 2

4日 )で 3～ 5日 と明らかに異なる。

(4)出 穂期は標高差によつても異なり、オーチヤードグラスのアオナミ種の出穂期は外山の標

高 720″ で (6月 18日 ～6月 24日 )であるのに、920初 では (6月 20日 ～ 6月 2

6日 )を示し、僅か 200解 の標高差で約 2日の違いがある。

(5)以 上のような出穂の特性から、出穂期を極力連続させるための車地の刈取順位は 、(オー

チヤー ドグラス ・北海道在来種 ・低地 )→ オーチヤー ドグラス・アオナミ種高地 ・・・・場合

により密いてよい )→ (チモシー●低地 )→ チモシー ・高地 )と なり、これにより6月 上・

中旬より7月上・中旬まで、つまり従来より10～ 15日 、刈取巾の延長が可能になる。

(6)遅 刈を避けることにより、適期刈による栄養生産量の増大が期待できる。

3 普 及上の留意点

(1)オ ーチヤー ドグラス、チモシー各品種の、その地域における生育ステージを把握する。

(2)刈 取適期巾延長の採草地の基本型は①、早 くから収穫できるオーチヤー ドグラスと、②

陶技的遅 くなつて出穂するチモシー主体の草地の組合わせであり、これに品種t土 地条件

(標 高差 )な ど副次的に組合わせる。

43)採 草のための機械 ・能率などと面積、地彰、天候 (稼動可能日数 )を十分吟味した上で、

各草種、品種別の面積割合を決定する。

4 試 験成績の概要

(1)試 験課題名  高 冷地における大量グラスサイレージの品質改善

― 調 製 方 法 の 改 善 一 一

(a 試 験年次及び場所  昭 和 48～ 50年   岩 手畜試 ・外出分場

13Ⅲ試験方法

① 供 試草種 ・品種 :オーチヤードグラス(北海道在来極、アオナミ種)、チャシ〒(ホク

オウ種、クライマツクス種)

② 標高別 :250れ 、720秘 、920秘

③ 施肥配分別 :1番 革に対する多、標、少肥
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④ 処  理 。3X2× 2、 3X2、 1区 2X2秘   3反 覆。

(4)試 験結果

オーチヤー ドグラス、チモシニ各 2品種の標高差、追肥反応から、出穂期を中いとした刈

取適期を組合わせ、6月上 ・中旬～7月上 ・中旬までの刈取巾を得た。

(5)主要成果の具体的データー

①チ=ろI~ド
グラス)生育ステージ               F

9 2 0 ″

( 1場桜田)

7 2 0 ,

( 7拝漱田)

2 5 0 秘

(滝沢 )

18日

オーチヤー ドグラス

5日   11日  25日

チモシー
  ヘ ユ赳監′ピ瑞最 適 期  4日

茂祐 仇    g密磐親
み期

′イ 掲
② 標高・車種 ・品種別

出穂期 (月 /日 )

備考 :クライマ ツクス、ホクオウ種の出穂期の

差は側伏によりはつきりしなかつた。

(1番 草 ・乳牛による)

一 卓 地 試 一

100    98
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(6)残 された問題点

各地域における主要牧草 種々の生育特性

G 参 考資料

(1)試 験成績書 48、 49年 度 岩 手畜試

12)飼 料作物の品種解説 49年 3月 農 林水産技術会議

r3)飼 料自給率向上の手引 50年 2月 岩 手県

4 大 型パンカーサイロのギ酸添加サイレージの品質改善

1 背 景 と特徴

山地におけるグラスサイレージの品質改善は、採草圃場の傾斜 、分散、突発的な機械の故障な

どにより作業能率が低下し、それに加え気象条件が劣悪なために、詰込日数が長引くなど品質を

安定的に保つことが難かしい。とりわけ大型パンカーサイPを利用した大量調製の場合の最煩改

善は、いろいろと困灘が ともなうが、ギ酸を添加することによつて、従来のサイレージよりも高

品質のものが安定 して得られることが明らかになつた。

2 撤 術内容

(1)ギ 酸添加の条件

① 適 期刈 (出持初め～開花前 )ができず、遅刈または早刈のとき。

② 多 雨多湿の気 条々件で雨宅付 考の材料導 入の場合

0 糖 含量の少い 2～3番革を詰込むとき。

④ 材 料牧草の予乾やサイロの早期密封が困難な場合。

(2)添加方法はギ酸添加装置をハーペスタに装着し、刈取ながら自動的に均―に添加する。

0添 加濃度はいね科草主体の混播牧草で重量比で Q4%、 若刈やまめ科牧草はQ5～ 1.0%。

(4)添加サイレージは明らかに品質がよく、大型パンカーサイロでの良質部あ占める割合が 60

～90%と 高い。

(5)略好性がすぐれ 7～20%増 の喰い込みが見込まれた。

(6)密封前の話込材料草の品質保持に役立つ 。

(7)サ イレージltに 要するギ酸の経費は、およそ 1.000円 (昭 50)で ある。

3 普 及上の留意点   f              i     i

(1)ギ酸は強酸なため取扱いに注意する。ギ骸タンタの変換や取扱いには ゴム手袋、保護 メガネ、

ゴム長引けを着用するぅ軍手は最も危険である。

の 基:準濃度にするには適切なノズルの選択と車曇、メ蜘速度に応じた牧車抵抗板の上げ、下げ

て調姉する。

年Ⅲヽ 恭 力H効果を期待するには必ず排汁を計る。
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